
1 
 

走行履歴と挙動履歴を蓄積

アップリンク
走行履歴

・時刻

・位置情報
（緯度経度、道路種別※）

・速度（メーカオプション）

・高度（メーカオプション）

挙動履歴

・時刻

・位置情報（緯度経度、道路種別※）

・進行方向

・速度、ヨー角速度

・前後加速度、左右加速度

基本情報

（車載器の情報、車種など）

基本情報

走行履歴

挙動履歴

※道路種別：高速、都市高速、一般道、その他

所定のタイミングで蓄積 所定の閾値を超えたときの状態を蓄積

（高速道路：概ね80km 一般道：概ね50km）

ＥＴＣ2.0 プローブ情報を用いた道路利用の実態把握について 

 

佐賀国道事務所 計画課  ◎ 大宅 康平 

○ 大野 悟  

１．はじめに 

道路課題の把握においては、「道路交通センサス」による交通量や混雑度、「民間プロー

ブデータ」による速度等の実測データ等の道路交通の『量的データ』を従来活用してきた。 

しかし、道路の使われ方などに関する『質的データ』については、客観データの観測が容

易ではなく、調査も限定的であるため交通量推計による予測値や、現地調査による主観的な

判断に頼らざるを得ない状況にある。 

一方で、近年のＩＣＴ技術の進歩により『質的データ』が従来の観測調査よりも広域で多

量にかつ時系列で収集することが可能となっている。中でも「ＥＴＣ2.0プローブ情報」につ

いては、分析に必要な時間帯や場所における急制動、利用経路、ＯＤといった『質的データ』

の収集が可能となっており、道路行政分野においても有用性が高まっている。 

 本報告では、この「ＥＴＣ2.0 プローブ情報」を用いて佐賀国道管内における国道 34 号

江北北方間、鳥栖神埼間の使われ方『質的データ』からみた交通課題を報告するものである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ＥＴＣ2.0 プローブ情報で分析できること 

ＥＴＣ2.0プローブ情報から得られるデータは、

車両１台１台の車種、「走行履歴」として時刻や位

置情報、「挙動履歴」として走行方向、速度、加速

度等の情報収集が可能である(図-2参照)。 

従来、道路走行性の分析に用いられてきた民間プ

ローブデータとは異なり、車両毎の走行履歴データ

から経路データが集計・分析できることから、個別 

車両の急減速、走行速度、走行経路、ＯＤ（発着）、急減速の変化などを定量的に把握す

ることが可能である。 

図-2 ＥＴＣ2.0 プローブで収集可能なデータ

図-1 調査対象路線（国道 34 号） 
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07時台 46.54 34 30.89 # 29.55 39.45 31.21 # 27.59 27.44 27.44 28.69 25.31 41 43.1 27 25.21 # 40.29 34.62 07時台 32.63 # 24.3 # 38.43 17.43 36 27 # 25.42 28.51 # 15 34.23 # 34.37 33 33.55 23.9 17 30 16.25 11 # 13 29.33 # 24 # # 26.49 20 37 29 # 33

08時台 44.76 35 37.31 6 19.02 43.21 34.6 # 30.56 31.89 31.5 31.22 29.44 36 46.2 34 42.93 # 47.16 39.55 08時台 34.47 # 28.9 # 39.38 28.24 39.4 29 # 31.32 32.06 # 23 34.76 # 40.01 34 34.29 25.5 18 9 21.13 15 # 15 20.18 # 18 # # 22.19 20 39 31 # 33

09時台 43.16 37 38.84 # 30.13 43.36 35.56 # 29.14 32.65 29.75 25.6 30.73 38 47.3 27 42.42 # 48.02 37.5 09時台 38.87 # 29.3 # 40.93 24.36 38.8 29 # 28.99 31.93 # 24 36.93 # 41.91 34 43.88 41.2 26 40 32.47 18 # 18 37.21 # 32 # # 25.83 13 36 30 # 35

10時台 40.03 31 35.18 # 30.66 41.63 36.98 # 28.82 31.01 28.95 27.51 30.33 42 41.8 24 40.95 # 47.09 35.78 10時台 38.28 # 28.6 # 40.55 21.76 37.9 31 # 26.7 29.12 # 24 35.93 # 39.04 32 42.63 42.5 29 43 27.74 15 # 17 37.35 # 35 # # 18.26 16 35 30 # 34

11時台 31.4 31 34.3 # 29.69 40.66 35.93 # 29.92 30.11 30.02 28.77 30.9 43 42.9 27 39.36 # 47.73 38.08 11時台 37.98 # 28.7 # 39.24 18.72 37.4 29 # 25.35 27.57 # 23 35.48 # 36.99 31 42.91 37 28 41 32.37 18 # 16 35.89 # 38 # # 15.9 15 34 32 # 35

12時台 34.89 31 37.5 # 31.98 42.66 37.31 # 32.51 33.61 32.02 31.88 33.18 40 41.2 24 41.47 # 48.21 40.24 12時台 36.75 # 30.1 # 37.94 16.87 32.7 26 # 26.36 27.27 # 24 37.53 # 40.81 35 40.19 40.1 28 43 42.59 25 # 18 38.29 # 41 # # 18 15 37 30 # 35

13時台 36.61 34 36.27 # 30.67 41.84 36.58 # 30.94 33.12 31.57 28.44 33.41 38 44.4 24 41.77 # 47.4 39.15 13時台 36.09 # 28.2 # 42.09 20.91 33.3 28 # 26.88 28.3 # 23 36.64 # 39.4 32 42.08 40.8 27 42 43.06 26 # 21 36.33 # 39 # # 19.32 16 34 28 # 34

14時台 38.2 34 37.26 # 24.98 40.68 35.53 # 30.33 32.06 31.36 30.72 32.55 42 45.1 27 42.28 # 46.7 39.11 14時台 34.03 # 27.2 # 37.86 20.74 36.4 27 # 25.12 28.9 # 17 36.74 # 39.76 30 41.36 42.5 28 44 37.39 21 # 19 36.8 # 37 # # 15.91 17 35 32 # 34

15時台 39.19 31 38.17 # 28.61 41.65 36.1 # 29.37 32.13 31.46 32.24 32.99 34 47.3 26 42.6 # 47.26 39.24 15時台 31.12 # 24.9 # 38.44 20.54 37.5 27 # 27.42 28.57 # 22 37.05 # 39.16 32 39.46 41.6 28 36 37.61 21 # 18 37.88 # 41 # # 17.29 14 35 31 # 34

16時台 38.68 31 34.8 # 27.17 42.01 33.64 # 31.7 32.63 31.56 33.2 33.3 35 46.8 32 44.29 # 47.3 38.25 16時台 26.13 # 27.8 # 37.07 21.92 35.8 28 # 26.43 28.65 # 25 36.49 # 39.24 32 40.44 41.1 29 42 38.89 22 # 18 37.42 # 41 # # 17.33 15 36 32 # 34

17時台 35.81 26 25.4 # 29.48 40.1 31.89 # 28.19 28.26 25.49 30.7 29.55 43 42.4 32 41.02 # 46.45 36.07 17時台 26.34 # 29.8 # 37.67 24.67 36.5 26 # 26.43 24.26 # 26 34.27 # 31.02 31 38.83 33.2 25 33 24.79 17 # 16 37.15 # 38 # # 15.39 15 35 30 # 35

18時台 36.17 32 30.9 # 29.82 40.82 35.51 # 31.04 31.6 31.78 32.59 24.77 38 45.1 32 42.01 # 47.06 37.36 18時台 24.67 # 31.3 # 40.1 24.68 36.6 28 # 26.84 26.27 # 27 37 # 36.68 34 40.97 41.8 26 34 22.7 18 # 19 38.71 # 37 # # 16.51 16 34 28 # 34

07時台 39.85 38 43.86 8 36.5 41.76 50.01 # 43.05 39.27 39.23 37.11 41.29 39 50.8 50 49.08 # 40.33 54.28 07時台 45.46 # 26.7 # 39.06 48.62 25.7 34 # 42.63 37.95 # 45 31.12 # 46.14 33 39.48 49.4 37 35 49.81 45 # 23 32.17 # 49 # # 44.28 31 32 31 # 30

08時台 36.58 37 41.68 # 36.45 39.96 48.82 # 38.1 38.63 36.6 35.7 38.49 36 48.8 49 49.03 # 40.59 53.25 08時台 43.31 # 26.2 # 37.1 45.34 24.6 35 # 39.78 35.67 # 44 30.11 # 47.24 33 37.21 50.4 40 33 49.32 44 # 24 33.57 # 50 # # 35.32 27 28 29 # 27

09時台 35.28 28 37.75 # 33.86 37.63 47.08 # 35.72 35.31 36.24 32.78 36.8 33 45.2 48 47.61 # 40.33 52.46 09時台 35.4 # 21.1 # 31.68 45.54 21.1 31 # 37.24 34.1 # 43 25.55 # 43.76 29 34.48 47.8 36 32 48.59 41 # 22 32.33 # 49 # # 46.61 22 25 28 # 21

10時台 27.13 23 35.37 # 32.17 36.97 46.53 # 35.39 33.86 35.13 33.35 35.2 30 44.7 45 44.97 # 37.59 51.38 10時台 34.42 # 21 # 30.09 42.62 17.4 27 # 33.76 31.12 # 41 22.87 # 29.29 26 31.17 44.7 36 30 44.96 39 # 19 27.94 # 48 # # 42.77 18 22 26 # 19

11時台 25.73 21 31.6 # 31.4 36.79 42.44 # 36.5 34.35 34.53 32.03 33.82 28 37.1 42 43.81 # 35.51 48.87 11時台 37.57 # 20.9 # 27.99 43.28 16.5 23 # 31.14 27.83 # 42 21.68 # 40 26 32.73 39.6 35 27 45.05 41 # 18 25.92 # 43 # # 42.44 15 20 26 # 21

12時台 24.96 26 30.98 # 33.58 35.07 45.25 # 36.62 35.98 36.21 32.08 33.69 30 38 45 44.04 # 39.4 51.94 12時台 35.6 # 21.4 # 31.17 44.47 14.7 24 # 30.49 29.16 # 42 23.53 # 32.94 30 33.33 38.2 36 29 46.69 40 # 20 24.89 # 45 # # 43.75 14 19 29 # 23

13時台 22.46 20 31.49 # 33.86 32.84 43.68 # 37.67 35.65 36.03 31.84 33.99 27 43.8 38 42.18 # 37.95 50.94 13時台 30.66 # 20.9 # 31.57 42.57 15.4 21 # 25.93 28.86 # 42 24.7 # 42.41 26 32.81 45.4 34 31 41.94 40 # 19 24.13 # 46 # # 44.59 15 20 28 # 25

14時台 23.83 24 34.48 # 33.92 38.63 46.08 # 33.85 36.38 35.13 30.63 33.23 26 43.2 37 41.85 # 37.37 50.71 14時台 35.2 # 22.9 # 33.2 40.14 14.9 25 # 31.65 29.8 # 42 24.52 # 38.21 29 33.94 43.3 35 28 46.71 40 # 21 30.55 # 47 # # 46.23 16 22 27 # 26

15時台 24.7 21 31.27 # 32.21 34.75 46.96 # 32.05 37.05 34.68 31.7 35.25 31 43.7 44 43.05 # 38.51 50.96 15時台 38.55 # 23.1 # 34.54 37.58 14.2 26 # 33.49 29.38 # 42 23.08 # 43.1 26 33.72 47.2 33 27 46.23 40 # 22 31.22 # 49 # # 42.22 16 23 28 # 24

16時台 26.37 24 35.3 # 32.19 36.6 46.13 # 33.66 35.04 33.68 32.66 35.73 31 40.4 45 41.14 # 35.16 49.21 16時台 38.39 # 22.9 # 33.18 44.41 14.8 24 # 30.76 29.03 # 41 25.3 # 42.53 28 33.52 43 33 26 40.61 40 # 21 32.38 # 48 # # 41.86 17 21 29 # 23

17時台 22.21 25 32.7 # 28.61 36 46.08 # 30.49 31.99 33.79 31.55 34.48 30 45.6 44 40.95 # 34.22 47.87 17時台 37.42 # 20.9 # 30.69 43.61 15.4 23 # 29.84 28.13 # 41 26.5 # 41.38 26 31.67 46.4 33 27 40.48 41 # 22 28.81 # 48 # # 37.68 17 21 26 # 26

18時台 25.94 23 31.55 # 32.19 36.36 46.34 # 36.56 36.26 36.05 33.13 37.25 31 43.1 45 42.55 # 35.16 49.95 18時台 39.29 # 23.3 # 35.54 45.37 16.5 26 # 32.87 27.87 # 40 27.43 # 41.41 25 32.73 41.1 34 21 33.71 42 # 22 30.18 # 46 # # 39.57 15 23 26 # 25
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３．今回検討の方針 

従来データ（民間プローブ、道路交通センサス等）とともにＥＴＣ2.0プローブ情報を活

用することで渋滞箇所の的確な把握に加え、これまでは現地調査を通じた実態調査により

分析していた渋滞要因について、客観的データを用いて分析することが可能となった。 

今回の検討では、各々のデータ特性を複合活用することで、「渋滞箇所の把握」「渋滞箇

所の利用実態」等の課題と原因を把握することとした。 

 

４．量的・質的データを用いた国道 34 号の課題と利用実態 

４．１ 従来データを用いた交通状況と課題箇所の把握 

国道 34 号の交通量等は、江北北方間、鳥栖神崎間ともに減少傾向にあるが、混雑度は

1.46～1.79 となり一般的に慢性的な渋滞が発生するとされる 1.25 を超過している状況。

また、大型車混入率は、江北北方間が 11%程度であるのに対し、鳥栖神埼間は 24%と大型

車が約 2倍と大型車の通行が多いという特徴がある（図-3、図-4 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江北北方間では、日中を通して平均 35km/h 以上の良好な走行性は確保されているが、

朝ピーク時の限られた時間帯に渋滞がみられる(図-5 参照)。 

一方、鳥栖神埼間では、日中を通して渋滞している箇所が広範囲に分布しており、走行

速度も江北北方間と比べ著しく低い（平均 28km/h）ことがわかる（図-5 参照）。 
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出典：道路交通センサス（各年）

図-5 江北北方間、鳥栖神埼間の旅行速度 

出典：民間プローブデータ（H27.4-H27.8)

図-3 江北北方間の交通量、混雑度、大型車混入率 図-4 鳥栖神埼間の交通量、混雑度、大型車混入率 
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ほぼ均一 

４．２ ＥＴＣ2.0 プローブデータを用いた道路の使われ方の把握 

４．２．１ 時間帯別にみた使われ方 

ＥＴＣ2.0 プローブデータから渋滞箇所における時間帯別の利用率をみると、江北北方

間では、普通車は朝ピーク時(7-8 時台)に交通が集中（図-6 参照）しており、通勤時間帯

の限られた時間帯への交通集中が渋滞の一因であることがわかる。 

また、鳥栖神埼間の普通車の利用特性をみると、ピーク性がなく一日を通してほぼ均一

に利用している状況にある。さらに、貨物車は昼間（8-15 時台）に多く（図-7 参照）な

っており、当該区間の日中の慢性的な渋滞の一因であることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４．２．２ 渋滞時間帯の利用ＯＤからみた使われ方 
ＥＴＣ2.0プローブデータの発着位置情報から得ら

れた江北北方間の渋滞時間帯(7-8時台)の利用者特性

をみると、地区内々と発着交通のみで約 9割を占めて

いる状況にある(図-9 参照)。 

一方、鳥栖神埼間の渋滞時間帯（日中 9-18 時台）

の普通車は約 4割が通過交通であり(図-10 参照)、特

に、江北北方間の約 2倍の利用がみられる貨物車にお

いては約 7 割が通過交通で占められている(図-11 参

照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 通過・発着・内々交通の定義 

【内々・発着・通過について】

江北（鳥栖）ゾーン内の移動を

「内々」、外から来て外へ出る移

動を「通過」、それ以外を「発着」

と設定 

出典：ETC2.0（H27.4-10）

図-6 江北北方間の時間帯別通過率 図-7 鳥栖神埼間の時間帯別通過率 

出典：ETC2.0（H27.4-10）
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図-9 7-8 時台の江北北方間の 

利用者（乗用車） 

図-10 日中時間の鳥栖神埼間の 

利用者（乗用車） 

図-11 日中時間の鳥栖神埼間の

利用者（貨物車） 
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A市

B町

C市

・内々（右左折）が多い場
合は交差点改良が有効

・通過交通が多い場合はバ
イパス案が有効

・発着交通が多い場合は現道拡幅案が有効

渋滞箇所
渋滞箇所

４．３ 交通課題と利用実態の分析結果まとめ 

国道 34 号の江北北方間では、朝ピーク時の限られた時間に交通が集中することで局所

的な渋滞が見られ、この渋滞原因は、武雄～佐賀にかけての沿線地域内を発着とする近距

離の通勤交通であると推定された。 

鳥栖神埼間では、時間帯に関係なく交通がほぼ均一に通過しているため、日中を通して

慢性的な渋滞が見られ、その渋滞原因は、沿線に無関係な福岡や佐賀を発着地とする通過

交通（普通車４割、大型車７割）であると推定された。 

このように道路の使われ方を定量化するだけでなく、発着位置を『見える化』したこと

で、一般市民にも道路の使われ方をわかりやすく説明するツールとしても活用できる。 

 

４．４ 今後の活用方針 

ＥＴＣ2.0プローブデータを活用すること

で、従来の交通量推計での予測や、連続ナン

バープレート調査等の大規模な調査が必要で

あった『道路の使われ方』の把握ができた。 

今後は、こうして把握した道路の利用実態

に即してバイパス整備や現道拡幅及び交差点

改良の道路整備のハード対策の方向性や、時

差出勤等のソフト対策の有効性の検討などに

おいても、ＥＴＣ2.0プローブデータは活用可

能であると考える。 

一方で、貨物車についてはＥＴＣ2.0 の普及状況が現在でも多くないことから、時間帯

別のデータ分布状況をみると、センサスの実測値と差異が生じている。そのため、物流車

プローブや救急車プローブなどを分析の目的や用途に合わせて、柔軟に使い分ける工夫も

必要となる。 

 

５．おわりに 

今回集計した国道 34 号の鳥栖神埼間及び

江北北方間の情報件数はＨ27.4～10の 7ヶ月

間で約 1,700～1,800 件であるが、日当りに換

算すると約 8 件とサンプルが少ないことから、

分析精度の面で課題が残る（表-1 参照）。 

一方で、Ｈ27 年度に経路情報収集装置を全

国の直轄国道や高規格道路に、約 1,800 箇所

新たに設置したことから、今後はデータ蓄積

の増大に伴い分析精度の確保が期待できる。 

 

図-12 渋滞箇所の利用実態に即した対策案の検討イメージ 

路線名称 区間 サンプル件数 

国道３４号 

江北 
- 

北方間 
１，７０７台/７ヶ月 ⇒ ８件/日

鳥栖 
- 

神埼間 
１，８０３台/７ヶ月 ⇒ ８件/日

(参考) 

長崎自動車道

武雄北方 IC
- 

多久 IC 間 
８，００８台/７ヶ月 ⇒ ３７件/日

東脊振 IC 
- 

鳥栖 IC 間 
１２，７８０台/７ヶ月 ⇒ ６０件/日

表-1 国道 34 号のＥＴＣ2.0 のサンプル数 


